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● ＰＴＡ役員 ●         建設部 森 直子 

 

今年度は、子供の小学校のＰＴＡと、地域の子供会の役の

両方を兼任する役員となりとても忙しい一年間でした。 

くじ引きの「あたり？」を引いてしまい、何も知らない役

を引き受けることになったときは自分のくじ運の悪さと、く

じを選んで引いた自分の右手を恨みました。 

しかしこの一年間、やはりいろいろな方との出会いは（い

い意味でも、悪い意味でも）私にとってとても有意義でした

し、普段では見ることが出来ない集団生活を送る子供の姿を

見ることもでき、ＰＴＡの具体的な活動内容や先生方の様子

など、今までの自分には無縁できた事を『知る』ことができ

ました。 

一年間役員をやってみて思うことは、費やす時間が多くで

きれば避けたい事には変わりはないですが、まだまだ続く子

育て生活を送る自分自身にとって、大変 

勉強になり、収穫のあった1年間だった 

ように思います。 

去年の今頃の自分に、そんなに右手を 

恨まないで と言ってあげたいです。 

■ 契通信の配信について（再） ■ 

先月号で配信方法についてお伺いしましたが、アドレスを間違えておりま

したので再度お伺い致します。正しくは、g.hattori.1@chikiri.com です。 

契通信をＦＡＸでお送りしている方については、こちらの一方的な配送物

にもかかわらず、FAX用紙を利用させて頂いているので申し訳く思っておりま

す。また、転勤などで部署が変わって、送り先に宛名の方がいらっしゃらない

のに送られてくると言う問題があります。 

配信をメールに切り替えを希望される方。また、既に宛名の方がいらっしゃ

らないなどで、配信停止をご希望される方は、お手数ですが、メール・ＦＡＸ・

お電話でご一報下さい。次号より反映させて頂きます。 

本レターのご提供に付きまして、ご不要・ご迷惑という方に付き

ましては、その旨ご一報頂きたいと思います。次回からの発送

を中止させて頂きます。 

なんだ・かんだ 

◆ 働き方改革 ◆            

一昨年の９月にも日本企業の休日数について本通信に掲載しました

が、今回は働き方改革という視点で再度考えてみました。  

日本の労働者は年次有給休暇を取得しなくても、土・日・祝日・年末

年始・夏季休暇など合計すると１年の３分の１が休日です。有給休暇の

取得率は国際的に低いとされていますが、有給休暇以外の会社から与え

られている年間休日数は世界トップクラスです。日本の企業が休日を増

やそうと努力してきた結果でもあります。 

私が社会人になった頃は、土曜は半ドン、休日は日祝日、夏季休暇は

13～15日、年末年始は12/29～1/3。おまけに残業・休出手当も有りま

せんでした。それが今は休日数も増え残業・休出手当も出ています。 

しかし、現在国が進める「年次有給休暇の取得推進」は、年間休日数

については考慮せず、どんなに休日が多くても年次有給休暇の取得率が

問題となります。 

５日の年次有給休暇の強制付与について、年間休日数が多い企業は休

日付与が難しくなります。休日数の多い企業は強制付与数を少なくする

等しなければ、まじめに休日を増やしてきた企業が報われません。 

同時に大企業は５日、中企業は３日など、企業規模により強制付与日

数を変えるべきだとも思います。中小企業はぎりぎりの社員数で業務を

こなしています。有給の強制付与や残業規制もそうですが、特に産休・

育休など長期で休暇を与える制度は、休暇を取った社員の代わりの人を

有期で雇わなければならず、経費的にも大きな重荷になっています。 

そもそも、年間休日数が増えれば労働日が少なくなり、１日当たりの

業務量が増え、結果残業が多くなってしまいます。昨年のゴールデンウ

ィークは、多くの企業で１０連休となりましたが、大手企業・金融機

関・役所はしっかりと１０日休むので、そのしわ寄せで当社では連休の

前後に残業時間が多くなりました。１０連休取得が出来てその前後の残

業が多い会社と、１０連休を取得させずに仕事をやらせて残業が少ない

会社では、１０連休を取得させない方が評価されることになります。す

なわち休日数が多いよりも残業時間が少ない方が評価が高くなります。 

残業規制についても、年間休日数が多い会社は年間の労働時間が少な

いわけですから、その分月４０時間ではなく、月５０時間まで残業して

良い等優遇されなければ、休日数を増やして労働環境を改善してきた企

業の努力が報われないし企業負担も大きくなります。同時に大企業と中

小企業の残業時間規制も企業規模により変えるべきだと思います。 

昨年の４月から大企業の働き方改革がスタートしましたが、働き方改

革により出来なくなった仕事を下請けに押し付ける大企業が少なくない

ことが中小企業庁のアンケートで分かりました。中小企業の６割以上が

「納期の短縮」を求められ、７割が「繁忙期が発生している」と回答

し、その他にも「取引先の大企業が残業を減らすため、納期が厳しくな

った」「取引先が時短対応のため丸投げが増え、 

工程遅れを下請けが取り戻している」といった声 

が上がっています。 

 残業規制、有給の強制付与、産休・育休等各種 

休業規定について、もう少し弱者にやさしい制度 

にして頂きたいと思います。 
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